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 も の づ く り 研 修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高崎機械工業協同組合が主催する専門分野の「基礎」と「実践」など

が学べる研修です。 

入社間もない社員からベテランの社員までが幅広く参加しています。 

グループ演習をはじめゲームを取り入れながら研修を行います。 

私は、7 月 28 日に「プレゼン資料作りの基礎」という研修に参加してき

ました。 

プレゼンテーションを行う時の資料作成とポスター等の広報関係の基礎

について学びました。「伝えたいこと」を簡潔にまとめるヒントを見つけ

た研修でした。 

一番苦戦したのが、ミッキーマウスのお手本を見ながら図形機能を使用

して加工する演習でした。  

ものづくり研修は、業務や現場作業行う上でのヒントを見つけることの

できる研修となっています。 

 

※左側の写真は、2020 年度のものづくり研修の様子です。 

 



 

 

 

永 年 勤 続 表 彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 2 日に 49 期はじめての全体朝礼がありました。 

毎年、決算パーティーの中で表彰を行っていますが、 

コロナウイルスの影響で昨年と今年は、全体朝礼の中で

永年勤続表彰が行われました。 

今年は、5 年勤続 2 名、10 年勤続 4 名、20 年勤続 2 名

30 年勤続 2名、計 10 名の社員が表彰されました。 

勤続 30 年を迎えたエンジニアリグ事業部の秋山課長と

松本克仁さんに代表で一言いただきました。 

 

こんにちは！！ 

エンジニアリング事業部製造部製造課の松本です。 

今年度、30 年永年勤続表彰をいただくことができました。 

支えてくださった会社の皆様にとても感謝しています。 

入社してからマシニングセンター他工作機械を使い部品製作に携わって

きましたが、さまざまな出来事がおこった 30 年間。 

この仕事を続けてこられた事は、とても幸せなことと思いました。 

あと幾年かで定年となりますが、まだまだ頑張りたいと思います。 

エンジニアリング事業部製造部製造課の秋山です。 

この度は、勤続 30 年を迎えるにあたり、永年勤続表彰をいただきありがとうございました。 

思い起こせば 30 年前、転職を機に飛び込んだのがエンジニアリングの世界でした。 

「まあなんとかなるだろう」と軽い気持ちと、ちょっとの過信で飛び込んではみたものの、

自分の出来ない事、知らない事の多さに愕然とする日々でしたが、先代の社長、専務をはじ

めとする諸先輩方の指導の下、一つ一つ出来る事が増えるにしたがって、まだ出来ない事が

はっきりしてくる、そんな繰り返しの 30 年でした。 

その繰り返しは今現在も続いていて、「ものづくり」の奥の深さを実感しております。 

私には、まだ定年を迎えるのに 10 年余りの時間があります。 

10 年後、勤続 40 年を迎えたとき、また皆さんの前に立っていられれば幸いかと思いますの

で、これからもよろしくお願い致します。 

この度は、本当にありがとうございました。 



 

 

 

健 康 経 営 セ ミ ナ ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 

 

 

「健康優良法人認定」に向けて取り組みを行っています。 

8 月 5 日にアクサ生命保険会社様を講師として迎え、健康経

営セミナーが行われました。 

内容は、今年 2月に取り組みの一環で全社員を対象に「健康

習慣アンケート」を実施した結果とフィードバックを解説し

ていただきました。 

この取り組みは、当社の安全衛生委員会を中心に行っていく

予定です。 

 

〒370-0871 

群馬県高崎市上豊岡町 575-15 

TEL：027-344-1260 

E-mail: saiyou.m＠sanwa-eg.jp 

 

学生から社会にでることは、大きなことです。 

私は、社会人になり働き始めた頃は毎日が辛かったことを覚えています。 

「学生に戻りたいなぁ」そんなことばかり考えていました(笑) 

「辛いだけでは前に進まない」「これでは成長できない」とあることをきっかけに感じ始めた私は、毎日 3つ「良

かったこと」「悪かったこと」をノートに書いて振り返りをすることをやりました。 

毎日振り返ることで苦手なことは「どうしたらできるようになるのか？」ということを考えながら苦手から得意

に変える努力をしてきました。 

そして現在の私は、「教える」機会が増えてきました。 

伝える難しさ教える難しさをすごく実感して行き詰ってしまうことも多いですが、「わかりやすい」と言われた

時は、とても嬉しい気持ちになりました。 

「社会人は毎日が勉強」これは、私の中でいつも掲げている言葉です。 

新しい発見や学ぶことは学生のときだけでなく社会人も同じことです。 

これからも前向きに頑張ろうと思います。 

株式会社山和エンヂニアリング 

人事課 岡田朋子 

 


